
消
費
者
保
護
の
た
め
の
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
先
の
第
百
五
十
九
回
通
常
国
会
に
お
い
て
、
改
正
消
費
者
基
本
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
三
十
六
年
ぶ
り
の
大
改
正
と
な
る
も
の
で
、

消
費
者
問
題
が
多
様
化
、
複
雑
化
す
る
中
で
、
消
費
者
が
真
の
主
役
と
な
り
、
適
切
な
意
思
決
定
を
行
え
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
「
消
費
者
の
権
利
」
の
確
立
を
柱
と
し
た
消
費
者
基
本
法
が
成
立
し
、
施
行
さ
れ
る
意
義
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。 今

、
欠
陥
商
品
や
悪
徳
商
法
等
の
被
害
な
ど
に
つ
い
て
、
不
特
定
多
数
の
消
費
者
に
代
わ
っ
て
一
定
の
消
費
者
団
体
が
損
害
賠
償
等
を
求
め
る
消

費
者
団
体
訴
訟
制
度
は
、
消
費
者
の
権
利
を
守
る
重
要
な
手
段
と
し
て
、
ド
イ
ツ
で
制
度
化
・
普
及
し
、
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
加
盟
国
や
、
タ
イ
、

イ
ン
ド
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
へ
も
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
規
制
緩
和
の
進
む
我
が
国
に
お
い
て
も
、
明
確
な
ル
ー
ル
の
下
で
の
自
由
な
経
済
活
動
を
保
障

し
つ
つ
、
各
種
の
係
争
の
司
法
的
解
決
を
め
ざ
す
「
事
後
チ
ェ
ッ
ク
型
社
会
」
へ
と
移
行
し
て
い
く
中
で
、
消
費
者
団
体
訴
訟
制
度
の
必
要
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

よ
っ
て
、
江
戸
川
区
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
我
が
国
の
消
費
者
の
視
点
に
立
ち
、
左
記
の
消
費
者
保
護
法
制
等
の
整
備
を
早
期
実
現

す
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。 

記 

一 

消
費
者
団
体
訴
訟
制
度
の
早
期
導
入
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
等
の
機
能
強
化
及
び
電
話
相
談
の
ダ
イ
ヤ
ル
一
元
化
等
を
推
進

し
、
関
連
す
る
制
度
・
施
策
の
確
立
を
急
ぐ
こ
と
。 

二 

近
年
の
架
空
請
求
・
不
当
ト
ラ
ブ
ル
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
携
帯
電
話
・
預
金
口
座
の
不
正
利
用
防
止
策
を
は
じ
め
、
そ
の
対 

応
に
関
係
省
庁
が
一
体
と
な
っ
て
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
。 

 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

 

 

平
成
十
六
年
十
月
十
九
日 

江
戸
川
区
議
会
議
長 

 

八
武
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一
郎 

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣 
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